先進国における人間貧困及び社会的排除に関する研究 : 英国とフランスを事例に (山内良一教授 退職記念号) by AYE Chan Pwint
熊本学園大学　機関リポジトリ
先進国における人間貧困及び社会的排除に関する研
究 : 英国とフランスを事例に (山内良一教授 退職
記念号)













































貧困ラインによる貧困率（2015 年）は 5.4%（約 2,600 万人）、上位中所得貧困ラインによる貧













げられる。ブースは 1886 年から 1902 年にかけてロンドンにて 3 回の貧困調査を実施した。彼
の調査では、アダム・スミスの貧困の定義に含まれる見苦しくない自立的生活を人間としての
普通の運命として捉え、具体的な内容として生活水準の設定を中心的な課題にした。調査結果
































年制定の貧困対策法で貧困率を 2020 年までに 10% にまで引き下げる目標を設定した。しかし、















ろから失業問題が深刻化し、経済発展のリズムが回復した 1980 年代の 10 年間でも沈静化せず、














































　Eurostat によると、欧州連合加盟国では少なくとも約 2,000 万人が相対的貧困者としての
生活している。相対的貧困ラインは、居住国での等価可処分所得の中央値の 60％未満であり、
この貧困ラインを下回る者が貧困者としてみなされる。また、European Commission(2014) に
よると、2012 年時点で貧困又は社会的排除のリスクがある欧州市民は 1 億 2,400 万人（24.8％）
に上る。図 1 によると、欧州連合加盟国の相対的貧困率（平均）は 10.6% で、10 人に 1 人が
貧困者として生活している。欧州諸国のうちチェコの貧困率は 4.4% で最も低く、貧困率が最




（38.9%）で、チェコに比べて 3 倍以上高い（図 2）。
　次に、16 歳未満の社会的排除の状況にある者（%）を見ると、欧州連合加盟国の平均は
24.2% で、そのうちのチェコの 16 歳未満の社会的排除の状況にある者の割合は 14.3% で最も低
く、16 歳未満の社会的排除の状況にある者の割合が最も高い国はブルガリアで、その割合は
チェコに比べて 3 倍近く高い 41.0% である（図 3）。一方で、55 歳以上の社会的排除の状況に









上の社会的排除の状況にある者の割合は 10.9% で最も低く、55 歳以上の社会的排除の状況にあ





は 7.8% で、欧州連合加盟国の相対的貧困率（平均）10.6% に比べて低い一方で、16 歳未満の






　次に、図 5 の欧州連合加盟国の所得格差（ジニ係数、2017）を見ると、平均は 30.1 で、最も
高いのはブルガリアの 40.2、最も低いのはスロバキア 23.2 である。英国のジニ係数は 33.1 で
平均より高く、フランスのジニ係数は 29.3 で平均よりやや低い。続いて表 1 の性的暴力件数を
見ると、英国やフランスの件数がかなり多く、表 2 の特定の居住を持たないホームレスの数の
データからも英国やフランスのホームレス数がかなり高いことが分かる。加えて、表 3 の自殺












出所：Homeless World Cup Foundation より作成。
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頭になると、農民の 1 割が貧困状態になり、3 割の農民は規模の小さい零細農家として出現した。
農作を行っていない時期（特に冬期）には、農民は就労を目的に大都市に移動していた。14 世紀
の統計では、少なくとも英国農民の 3 分の 1 が一時的に賃金労働従事していたと予測された（高橋、
1993）。 
一方で、英国の大都市では、家族の共同作業によって仕事場を経営する小生産者（手工業など
の家内労働）が多く、16 世紀から 18 世紀にかけて全労働者の 1 割、ロンドンでは 2 割以上を占め
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できなかった。14 世紀初頭になると、農民の 1 割が貧困状態になり、3 割の農民は規模の小さ
い零細農家として出現した。農作を行っていない時期（特に冬期）には、農民は就労を目的に
大都市に移動していた。14 世紀の統計では、少なくとも英国農民の 3 分の 1 が一時的に賃金労
働従事していたと予測された（高橋、1993）。
　一方で、英国の大都市では、家族の共同作業によって仕事場を経営する小生産者（手工業な
どの家内労働）が多く、16 世紀から 18 世紀にかけて全労働者の 1 割、ロンドンでは 2 割以上
を占めていた。また 1940 年代と 1950 年代には、失業率が低かったにも関わらず、英国経済に
広範囲な低賃金部門が存在していた（Kincaid, J.C. 1973.　一圓、1987）。当時の英国では事業
体の半数以上が 25 人未満の従業員規模であり、製造業の総労働力 800 万人のうち 4 分の 1 以
上は 100 人未満の事業所で雇われていた。労働組合の組織が比較的に弱く、特に小規模事業所
では、低賃金や労働条件が比較的に劣っていた（Kincaid, J.C. 1973.　一圓、1987）。1970 年代
ごろの英国の産業における平均労働時間は週 44 時間で、1968 年では製造業全労働者の 25% が




ラー職業に就く労働者は、1911 年の全職業人口中の 13% から 1961 年には 30% にまで増加し





して、上級管理者の年収は 4,500 ポンドであった（Wedderburn, D. 1974. 高山、1977）。
　英国の所得分配に関しては、1950 年代から 1960 年代にかけて上層 1% は、全税込み所得の
約 7% を受け取り、上層 10% では約 30%、下層 30% は 10% をそれぞれ受け取っており、英
国の所得分配は相当集中していた（Wedderburn, D. 1974. 高山、1977）。また 1950 年代から
1960 年代における国民扶助あるいは補足給付基準 2）以下の低所得者数は全人口の約 10%（500
万人以上）を占めていた（Atkinson,A.B. 1969. 田中、1974）。英国の所得格差はサッチャー保
守党政権下の 1980 年代を経てさらに拡大し、所得の格差を表すジニ係数は 1979 年の 0.25 から
1990 年代初期には 0.34 にまで拡大した（岡久、2008）。このような状況の中で、1997 年には
ブレア政権が成立した。政府は拡大する貧困と社会的排除に積極的取り組み、1998 年には最低

















　しかし、1960 年代末頃になると、労働力人口において雇用労働者が 6 割以上を占め、平均賃
金の 4 分の 1 に満たない労働者（約 300 万人から 400 万人、労働力人口の 14% から 18%）が
多く現れた（都留、2000）。1970 年代半ば頃には、人口 5 人に 1 人（約 1,120 万人、300 万世帯）
が貧困者であるという研究が発表され、貧困問題が社会に再び大きな議論となった。1974 年に













るような制度である積極的連帯手当て（RSA）が導入された。RSA は RMI で受給対象とされ
なかった低所得者にも支給対象に加える他、就職後も手当の支給を続けた（労働政策研究・研
























算出方法に基づいて、欧州連合の国ごとの RHPI（Regional Human Poverty Index）算出し、
貧困分析を行った（図 6）。国連開発計画による HPI とは、国連開発計画が毎年発行する人間
開発報告書で算出される指数であり、1997 年から 2009 年まで世界各国の HPI が算出された。
2010 年以降は HPI の代わりに多次元貧困指数が算出されている。
　国連開発計画は HPI の算出方法を発展途上国と先進国に分け、先進国の HPI は「寿命」、
「知識」、「基本的な生活水準」、「社会的排除」という側面から 4 つの指標から算出された。
European Commission（2014）では欧州連合の貧困の現状分析についてこれらの指標に加え
て独自に指標を選定して、RHPI を算出した。表 5 は国連による先進国の HPI の算出方法と
European Commission（2014）による RHPI の算出方法を表している。
　European Commission（2014）の RHPI 分析では、それぞれの欧州諸国が経験した貧困の
絶対的な大きさを表すことができ、それぞれの国の位置づけを確認することができた。欧州
連合統計局が欧州連合加盟国に対して人口規模を基準とした地域区画（地域統計分類単位、
Nomenclature of Territorial Units for Statistics：NUTS）を設定しており、RHPI はこの地域
統計分類単位に関する国内貧困のばらつきを示すことができた。RHPI は貧困リスク率（At 
risk of poverty：AROP）とは異なり、欧州連合加盟国内の全ての NUTS 地域で算出可能であ
り、European Commission（2014）では、欧州連合加盟国 28 カ国の RHPI を算出した。RHPI
スコアは 9 から 70 の間で、RHPI が最も低い、つまり貧困が最も少ないのはスウェーデンであ
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1,000 人当たりの乳児死亡数）、（ⅲ）保健への総支出（対 GDP 比、%）、教育指標（ⅰ）中等教
育を受けた人口（25 歳以上）、（ⅱ）教育への総支出（対 GDP 比、%）、社会的排除指標（ⅰ）
労働力人口比率（15 歳以上の人口に占める労働力人口の割合、%）、（ⅱ）就職及び教育又は職





る（超高人間開発（VH）　0.800 以上、高人間開発（H）0.700 ～ 0.799、中人間開発（M）0.550
～ 0.699）、低人間開発 0.550 未満）。また、本研究で用いる指標の定義は、国連開発計画の人間
開発報告書に基づいており、各指標のデータは 2017 年のものである。各指標の指数は 0 から
1 の間に示され、1 に近いほど状態が良く、0 に近いほど状態が悪化していると評価する。
　表 6 と図 7 は欧州連合加盟国を基準にした英国とフランスの人間貧困指数を表している。表















たことがない若者の割合（15 歳～24 歳、%）、（ⅲ）失業率（%）、安全保障指標（ⅰ）殺人率（10 万
人当たりの殺人件数）、（ⅱ）自殺件数（10 万人当たりの自殺件数）、（ⅲ）自然災害によるホーム




発報告書に基づいており、各指標のデータは 2017 年のものである。各指標の指数は 0 から 1 の
間に示され、1 に近いほど状態が良く、0 に近いほど状態が悪化していると評価する。 














側面 指標 英国 評価 フランス 評価
出生時平均余命 0.841 VH 0.963 VH
乳児死亡率 0.677 M 0.762 H
保健への総支出 0.790 H 0.984 VH
健康指数 0.769 H 0.903 VH
中等教育を受けた人口 0.638 M 0.645 M
教育への総支出 0.543 L 0.521 L
教育指数 0.591 M 0.583 M
労働力人口比率 0.889 VH 0.428 L
就職及び教育又は職業訓練を受けたことがない若者の割合 0.585 M 0.526 L
失業率 0.934 VH 0.639 M
社会的排除指数 0.803 VH 0.531 L
殺人率 0.758 H 0.689 M
自殺件数 0.829 VH 0.623 M
自然災害によるホームレスの数 0.629 M 0.991 VH
安全保障指数 0.739 H 0.768 M
一人当たりGNI 0.590 M 0.594 M
経済指数 0.590 M 0.594 M
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A Study on Human Poverty and Social 
Exclusion in Developed Countries
-The Case of United Kingdom and France- 
Abstract
　This study attempts to verify the current situation of human 
poverty and social exclusion in the developed countries, especially 
for the United Kingdom and France. In this study, importance of 
research works on poverty in developed countries, concept and 
literature review are examined in section（1）and section（2）. 
Section （3） discussed the actual situation of human poverty and 
social exclusion in the United Kingdom and France compared to the 
European Union member countries using by Eurostat （Database）. 
In section （4）, policies for poverty eradication and human security 
in the United Kingdom and France are described. Analysis of human 
poverty and social exclusion in the United Kingdom and France, the 
results and conclusion are given in section （5） and （6）. This study 
could verify that （a） in France, education indicator, social exclusion 
indicator and economic indicator are at the low level and the 
medium level among the European Union member countries, （b） in 
the United Kingdom, education indicator and economic indicator are 
at the medium level among the European Union member countries, 
（c） education, human security, and economic indicator in the United 
Kingdom and France are at the same level, （d） health indicator 
of France is much better compared with the United Kingdom, （e） 
social exclusion indicator of France is in bad condition than the 
United Kingdom. Besides this, this study verified that （a） in order 
to reduce poverty and social exclusion in France, policies for youth 
education and training, as well as social exclusion policies especially 
better employment opportunities are required, （b） in the United 
Kingdom, inequality of education and large economic disparity 
remain. As a result, there will be in difference in the opportunities 
for education continuance and future employment opportunities. In 
order to reduce poverty and social exclusion in United Kingdom, 
policies for educational disparities are also required.
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